目的のソースは以下の通りである。

	01  #include <stdio.h>

02  

03  void main()

04  {

05   
int  i, j;

06 
char shiten[3][9] = {"札幌支店", "東京支店", "福岡支店"};

07
int  hyo[4][5] = {25, 34, 70, 73, 0, 50, 86, 150, 165, 0, 45, 66, 85, 90, 0, 0, 0, 0, 0, 0};

08

09
for(i=0; i<3; i++)

10

for(j=0; j<4; j++)

11

{

12


hyo[i][4] = hyo[i][4] + hyo[i][j];

13


hyo[3][j] = hyo[3][j] + hyo[i][j];

14

}

15
for(i=0; i<=2; i++)

16
{

17

printf("%s  ", shiten[i]);

18

for(j=0; j<=4; j++)

19


printf("  %4d", hyo[i][j]);

20

printf("\n");

21
}

22
printf("  月合計  ");

23
for(j=0; j<=3; j++)

24

printf("  %4d", hyo[3][j]);

25
printf("\n");

26  }


でだ、解説を始めたいんだが、困ったことに、まったくわからんちんなんだよな…？ぬぅ…。

じゃあ、一つづつ解説していくよ。できるだけ細かく、わかりやすく書くつもりだけど、どうしてもわからなかったら聞いてくれ。あと、微妙にごまかしたりする場所もある。っていうのは、まともに説明すると、メチャメチャ凄い量になる上に、必死に説明したわりには、まったく理解できないってことになると思う。まぁ、そこはテストに出ないであろうところなんで（実際に潜って講義を聴いていたら、先生もごまかしていたので）、よしとしましょう。

● １行目

01  #include <stdio.h>
英単語のincludeは、『～を含む』とかの意味だけど、Ｃ言語においては、#include　～　と宣言することで、

#include　以後の物を、プログラムに組み込みますよっていう宣言を表す。つまりあれだ。


#include <stdio.h>
<stdio.h>　を使用するための宣言

ということになる。では、<stdio.h>　って何なんだぁ？ってことだが、Ｃ言語は、それ自体でinput（入力）

機能も、output（出力）機能も持ち合わせていない。よって、あとでprintf関数（出力）を使用しているが、

このままでは使えないの。だから、stdio.hというファイルの力を借りるのね。ちなみに、

　stdio　→　standard io(input-output) の略　なんだけど、こんなのは覚えなくていいよ。

ぶっちゃけ、この１行目は、不具合をうまくいかせるためのおまじないだとおもって、書いておいてくれればいい。ここを穴埋めで聞いてくことも無いでしょう。一通り読んで、『ふぅ～ん…何だかよくわからんが、そうなんだ…』って感じの理解で十分なはず。
● ３行目

03 void main()

04 {


　　……

26 }

　main() {　……　}　で囲まれた部分が、Ｃ言語の本体になる。このmain文についてだが、前についている

void　という型の宣言。これについて説明すると、どえらいことになるので、今回のテストに向けては、

『通常状態』とだけ覚えておいてほしい。他にもint型や、char型が前についたりするのだが、考えなくてもいい。

またmain() の、()の部分についても同様である。()の中に色々入ったりするのだが、今回は入らない。void同様、

何も入らないでラッキーと思っていてほしい。

　要は、自分が作りたいプログラムは、void main() {　……　}　で囲まれた中に書くんだってことだけ分かっていれば十分である。

● ５行目

05 int  i, j;
　これは一般に『型宣言』と呼ばれるもので、文字i, jを、int型の変数として使いますよっていう宣言。

じゃあint型ってなんだよってことになるが、int型とは、英単語integer(整数)の略で、整数型のことである。

つまり、整数値が入るi, jという入れ物だよってことです。普通、数学では、


x = 2, y = 3 のとき、x + y = 5　（数学の場合）

といった使い方をするが、それと同じです。ただ、プログラムの場合、変数ｘとｙを使う前に、『使うよ』って、

宣言しておかなくてはならないってだけです。

● ６～７行目

06 char shiten[3][9] = {"札幌支店", "東京支店", "福岡支店"};

07 int  hyo[4][5] = {25, 34, 70, 73, 0, 50, 86, 150, 165, 0, 45, 66, 85, 90, 0, 0, 0, 0, 0, 0};
　こいつを説明するのは、めちゃくちゃしんどい。まず７行目を簡単にしたものを例にして説明してみよう。



int  a;

…　①


int  b[3];
…　②

とあったとしよう。まず①ね。これは、５行目で説明したものと同じだから、苦にはならないはず。問題は②だな。これは『配列』と言うのだが、ｂの後ろの[3]がくせものでね、①の場合は、ａという入れ物を１つしか確保していないのだが、②の場合は、３つ確保したってこと。たぶん、何言ってんのか、全然わからんと思うので、ちょっと図にしてみる。
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図からなら、少しは分かるであろうか。①と比べて、②は３枠ある。つまり、整数型の領域を３つ取るというわけだ。実際には、変数b[0], b[1], b[2]を宣言したと考えればよいでしょう。ここで注意しなくてはならないのが、

[]の中の数字は、０から始まっているということである。
　この場合に、どのようなことが起きるかいうと、仮に以下のように整数値が入っていたとする。
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　ここで、変数ａの中身は？と聞かれれば、整数値２であろう。これは問題ないはずだ。ちなみにａに、整数値３を代入すると、ａの中身は２から３になる。このときの記述は、


a = 3;
（ａに３を代入）

　となる。ここで気をつけなくてはいけないのが、ａ ＝ ３というのは、ａが３と等しいということではなくて、ａに３を代入するという意味であるということ。”＝” 記号をはさんで、右辺を左辺に代入するという意味がある。これは数学と違うので注意が必要である。（ちなみに、ａが３と等しいというときには、a == 3と書くのだが、今回のテスト範囲じゃないと思われる。）

　次に、配列ｂの中身は？という話になるが、ｂは配列なので、b[0]の中身は？b[2]の中身は？といった聞き方になる。配列の[]の中の数字を添え字と言い、b[1]であれば、添え字は１ということになる。添え字は、配列という入れ物の、何番目を指しているかを表している。例をあげて考えてみると、

問1． 配列bの、二番目の中身は？

問2． xが２のときのb[x]の中身は？

問3． b[0] = b[2]とした後の、b[0]とb[2]の中身は？

といった問題があったとする。解答は、

問１．b[1]のことであるので、言うまでも無く３である。

問２．添え字であるｘが２なので、求めるb[x]はb[2]のことを言っている。よって８である。

問３．b[2]の中身をb[0]に代入するので、b[0]の中身は８になる。このときb[2]の中身は、b[0]に
代入したからといって、変化は無いので、８のままである。

だいたいわかってもらえただろうか。これは配列の考え方では一番単純なものであるが、これができないと話にならない…気がします。

　ではこれがわかったところで、次はintに代わるもう一つの宣言型を教えましょう。それは、char型です。
int型が、『イント型』や『インテジャー型』と呼ぶのに対して、char型は、英単語character(文字)の略なので、

『キャラ型』や『キャラクター型』と呼びます。なかには『チャー型』と呼ぶ人もいますが、いまいちだと思います。…まぁ、呼び方なんかはどうでもよくて、char型の内容ですが、int型で使用していた０～９の数字はもちろんのこと、ａ～ｚ，Ａ～Ｚまでの英文字、はたまた平仮名、カタカナ、漢字にいたるまで使えます。よってchar型は、int型が整数型であるのに対して、文字型と言えます。

　じゃあ、intなんて使わないで、全部char型にしてしまえばいいと思うかもしれないが、そうもいかない。

char型とint型で、同じ ”１” を扱ったとしても、意味が違ってきます。char型の１は、あくまでも文字としての１であり、int型の１は、数値としての１なのである。つまり、char型の１は、画面に出したりなどには使えるが、計算式の中で、数値としては使用できないのである。（厳密にはできるが、できないと覚えておきましょう）

これをまとめると、以下のようになる。

	
	使用できる文字
	計算式で使えるか

	int型宣言
	数値（1000くらいなら余裕で使えるので心配無し）
	使える

	char型宣言
	数字、アルファベット、記号、平仮名、漢字など
	使えない


それでだな、型宣言はわかった。配列も分かった。でも、何でこんなもの使うのさ？という疑問になる。配列って便利なの？テストに出るからやってはいるけど、どうなのさ？下記の③のように宣言しても、④のように宣言しても、整数型の入れ物を３つ用意するのならば同じじゃないの？という疑問が湧いてくるのでは？…湧いて来ないかな？まぁ湧いてきた人も、湧いてこなかった人も、ちょっと考えてみよう。


int  a[3];
…　③


int  a, b, c;
…　④

　たしかに整数型の変数を３つ扱うには、どちらでもいいのです。しかし、①の場合（配列を用いた場合）には、

便利なことが２つあるのです。第一に、配列は連続しているので、添え字を活用できるのです（かなりごまかした表現だが、これで十分）。もし①で、値を参照する場合には、a[x]としておけば、xの値を０→２に増やしてやれば参照できます。いちいちａ, ｂ, ｃの順で、見てやる必要はありません。

そして第二に、char型の文字列『文字列』があったとしましょう。


char a = ‘A’;

…　⑤


char b[7] = “文字列”;
…　⑥
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見てみてくれ、この不可解な図を！(笑)

えっとだな、この図を説明する前に、int型での確認をしておきたいのだが、一つの入れ物には、一つの数値しか入らなかった。これは配列についても同様だった。（①，②参照）

　ではchar型はどうかと言うと、配列も同様で、一つの入れ物には、一つの文字しか入らない。⑤の状態だ。これは感覚的にも納得してもらえると思う。では、⑥は…？

　『文字列』という文字を入れたのだが、どうみても『文』という字が、b[0]とb[1]にまたがっているではないか。

これはどうしたことか。実は…文字型は、時には２つの入れ物を必要とすることがあるのである。

　『時には…』ってオイオイ、どんな時よ、それ…と思うかもしれないが、それは、文字が全角で表される時である。いくらプログラムをやったことがないと言っても、Wordくらいなら使ったことがあるでしょ？Wordで日本語入力するときに、漢字だったり、平仮名、カタカナだったりする時には、全角文字になるでしょ？数字やアルファベットでも半角の時もあるけど、全角でも書けるでしょ？カタカナだと半角もあるか…。ともかく、文字型配列に全角文字を入れるときには、２つの入れ物を必要とすると覚えておきましょう。すると、『文字列』というものを入れる配列を作りたいときには、入れ物が３つではなく、その倍必要ということは分かってもらえたと思う。

…ということなのだが、それでは終われないね。b[6]に変なの入っているし…。この“￥０”は、後で説明するけど、終了文字というものです。文字の最後には、必ず付けなくてはいけないものです。これが無いと…あとで、出力のための関数printfについて説明しますが、文字列の終わりとして認識してくれません。そのことで、どんなことが起きるかは後回しにして、文字列の最後には、必ず終了文字を入れると覚えておきましょう。

それでは、以下の通りにまとめておきます。


char型配列の必要な入れ物数

	入れる文字
	必要な入れ物の数
	入れ物のうちわけ

	A
	１
	『A』の１つだけ

	あ
	３
	『あ』に２つ、『\0』に１つ

	春休み
	７
	『春』,『休』,『み』に２つづつ、『\0』に１つ


　覚えなくてもいいが、入れ物の単位は、バイトと言う。…１つ、２つって数え方で十分だけどね。
　さてと、覚えているかな？実は今、６～７行目の説明をしていたのを(笑)。ずいぶん長い前振りだったが、これでやっと、６～７行目を説明できるってもんだよ（長かった…）。仕事中にこんな内職して、横の席の課長にけげんな顔で見られているのにも負けず…まぁ、それは良いとして、６～７行目です。今だったら、６～７行目が何を言っているかわかるのではないでしょうか？…わからん？そうですね。２次元配列でした。

　２次元配列とは、文字通り、配列が２次元になっているってことです。もう一度６～７行目を見てみると、

06 char shiten[3][9] = {"札幌支店", "東京支店", "福岡支店"};
…　⑦

07 int  hyo[4][5] = {25, 34, 70, 73, 0, 50, 86, 150, 165, 0, 45, 66, 85, 90, 0, 0, 0, 0, 0, 0};









…　⑧

　上記のようになっていますな。でも、もし次の通りだったらわかるでしょ？

06 char shiten[9] = {"札幌支店"};

07 int  hyo[5] = {25, 34, 70, 73, 0};
今までどおりだよね？じゃあ、最初に書いたのは、今までとどこが違うのであろうか？図示すれば一発でわかるはず。ただし、⑦のshitenというのは長いので、shiと略させてもらった。どうだろうか？
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なんか２次元の立体形式になっているが、気にすることは無い。何も難しいことはないよ。２次元配列で表される縦と横の関係を、図を見ながら確認してほしい。⑧の図を見てみよう。hyo[a,b]とすると、ａ＝０，ｂ＝０を出発点として、ａが増えれば下へ、ｂが増えれば右へ移動していくね。１次元の配列の時同様に、２次元になっても、添え字を動かすだけで、配列を操作できます。このことから受けられる恩恵は、もう少し後で話すことにしよう。

● 10～14行目

10 for(j=0; j<4; j++)

11 {

12
hyo[i][4] = hyo[i][4] + hyo[i][j];

13
hyo[3][j] = hyo[3][j] + hyo[i][j];

14 }

　さて、10～14行目です。９行目はどうした？と言われそうだが、飛ばす。その方が都合いいからね。

型宣言で、入れ物の定義をした後は、プログラムの制御に入ります。つまり実際に、足したり引いたりなど、プログラムを動かす部分です。というわけで、今回のテーマはfor文です。読み方はそのまま『フォー文』です。for文はどのような時に使われるかと言うと、一般にループと言われています。ループとは繰り返しです。

　まずこんな問題を考えてみましょう。


ａに１を足したい。

　なんじゃそら？って感じですが…足せば良いじゃんって思うでしょうか？頭では考えることはできても、実際にプログラムで書けるでしょうか？答えは、


a + 1;

です。……いやいや、違いますよ。ａ＋１とするのはあっていますが、これじゃ足したものをどうするの？ってことになりますね。ａに１をたすってことは、ａに１を足したものを、ａに入れてやるってことなのです。


a = a + 1;

が正解です。え？これじゃあ、両辺からａが消えて、０ ＝ １になっちゃうじゃん！って思わないこと。前にも言ったが（３ページくらいかな）、これは方程式ではなくて、代入文なんですから。それから補足ですが、Ｃ言語では、命令文の最後には、『;』を付けることになっています。

　さて、話が少しそれましたが、for文です。for文は繰り返しだと言いました。繰り返しとはなんぞや？という話だが、また例を出して考えてみよう。


ａに、１～１０までの数値を足したい。

　さてどうするか。通常ならこう考えますね。


a = a + 1 + 2 + 3 + 4 + 5 + 6 + 7 + 8 + 9 + 10;

　……まぁ、そうなんだけれどもさ、こうも考えられるね。


a = a + 1;


a = a + 2;


a = a + 3;


　（中略）


a = a + 9;


a = a + 10;

　普通、プログラムというと、後者の方を考えます（笑）。しか～し、しかしだな。これが１～１０００まで足すとなると、どうすんだコリャ。１０００行書きますか？モリモリ書きますか？プログラムってのは、人間がやるのがめんどくさいことを、コンピュータにやらせるわけだから、人間がめんどくさいことをやってはいけないのです！

　ならばどうするか。発想の転換ですが、こうしたらいかがかな？


b = 1;

a = a + b;


b = b + 1;

　どうだろう？（´ρ｀）ぽかぁ～ん…って感じだろうか？まぁ、待て。これで全部じゃないんだよ。説明するから。

今回は、今までint型のａしか使っていなかったのを、新たにｂという入れ物を使用した。まず１行目で、ｂの中身を１にしている。次に２行目、ｂの中身は１なので、実際に２行目は、


a = a + 1;

となっているね。最後に３行目だが、ｂを１増やしている。

　ということなんだが、もし、２行目と３行目をもう一度やるとどうなるか。つまり、


b = 1;

a = a + b;


b = b + 1;

a = a + b;


b = b + 1;

こういうことだ。ｂの内容が１づつ増えていき、実際には、


a = a + 1;


a = a + 2;

になっていることに気が付くだろうか？（ｂの中身を数値に直した表現になっている）

　すると、１～１０までたすということは以下の通りである。


b = 1;

a = a + b;　　┐ここのあいだを
b = b + 1;　　┘10回繰り返し

　これで１～１０までたせるというのは、イメージできるだろうか？イマイチわからんという人は…まぁ、いいでしょう。まだ、なんとなくでいいです。

　さてfor文を今度は学んでいきましょう。for文とは、関数です。関数と言うのは、ある情報を与えてやることで、仕事をしてくれるべんり君なんですが、こんなてきとうな定義などどうでも良くて、forの関数には、３つの情報を与えてやる必要があるとだけ覚えていきましょう。それはどんな情報なのでしょうか。以下の通りです。


for (初期条件; ループ継続条件; 処理)



処理される文;

となっています。代入文などと違って、for文自体には、最後に『;』は付けません。この書式で、for文がループしている間、処理される文が、何度も実行されていきます。では先ほどの考え方を、for文で書いていくには、どのようにしたら良いのでしょうか。

一つ一つ見ていきますが、１つ目の情報（パラメータという）になっている初期条件というのは、先ほどの例の１行目である、


b = 1;

です。ｂという入れ物が最初に１という値を得ていますが、これを初期化と言い、for文では、これを初期条件として与えます。

次に２つ目のパラメータである、ループ継続条件ですが、これには『１０までたす』という部分を反映させます。つまり、１０回繰り返しという部分です。ループするごとにｂの値が増えていきますので、ｂが１０よりも大きくならないようにします。ｂ ＝ １１になった状態でたしてしまうと、１～１０までたすという目的が果たせません。よって、ループ継続条件は、ｂ ＜ １１としておきましょう。

３つ目のパラメータとしては、ｂが１づつ増えていくということです。これはｂ ＝ ｂ ＋ １としておきましょう。

おそらく、おそらくですが、ここまで読んでも、わからないと思います。いいんです、わからなくても。実際にfor文を書いてみればわかることですから。さっきまでの話を踏まえた上で、実際に書いてみましょう。


for(b=1; b<11; b=b+1)



 a = a + b;

　どうでしょうか？さてここでなのですが、ｂ ＝ ｂ ＋ １というのは、Ｃ言語ではｂ＋＋と書くことがあります。

試験ではこちらを使うみたいなので、こっちで覚えておきましょう。何で？と言うと長くなるので、覚えてしまいましょう。そこの部分だけ直して、あらためて書き直すと以下の通りです。


for(b=1; b<11; b++)



 a = a + b;

　さぁどうでしょうか？このfor文は、ｂを中心に回っていきます。ループを続ける条件も、ｂの値次第ということです。この場合、ｂはループカウンタと言います。もしこの式で、ａが最初に０だったならば、以下のようになります。


b = 1;

b < 11;

（ｂ＜１１なので、１回目のループ開始）
┐
a = a + b;
（ａは１になり，ｂは１のまま）

｜　ループ１回目

b++;

（ａは１のまま，ｂは２である）

┘
b < 11;

（ｂ＜１１なので、２回目のループ開始）
┐
a = a + b;
（ａは３になり，ｂは２のまま）

｜　ループ２回目

b++;

（ａは３のまま，ｂは３である）

┘
b < 11;

（ｂ＜１１なので、３回目のループ開始）
┐
a = a + b;
（ａは６になり，ｂは３のまま）

｜　ループ３回目

b++;

（ａは６のまま，ｂは４である）

┘
b < 11;

（ｂ＜１１なので、４回目のループ開始）
┐
a = a + b;
（ａは１０になり，ｂは４のまま）

｜　ループ４回目

b++;

（ａは１０のまま，ｂは５である）

┘
b < 11;

（ｂ＜１１なので、５回目のループ開始）
┐
a = a + b;
（ａは１５になり，ｂは５のまま）

｜　ループ５回目

b++;

（ａは１５のまま，ｂは６である）

┘
b < 11;

（ｂ＜１１なので、６回目のループ開始）
┐
a = a + b;
（ａは２１になり，ｂは６のまま）

｜　ループ６回目

b++;

（ａは２１のまま，ｂは７である）

┘
b < 11;

（ｂ＜１１なので、７回目のループ開始）
┐
a = a + b;
（ａは２８になり，ｂは７のまま）

｜　ループ７回目

b++;

（ａは２８のまま，ｂは８である）

┘
b < 11;

（ｂ＜１１なので、８回目のループ開始）
┐
a = a + b;
（ａは３６になり，ｂは８のまま）

｜　ループ８回目

b++;

（ａは３６のまま，ｂは９である）

┘
b < 11;

（ｂ＜１１なので、９回目のループ開始）
┐
a = a + b;
（ａは４５になり，ｂは９のまま）

｜　ループ９回目

b++;

（ａは４５のまま，ｂは１０である）
┘
b < 11;

（ｂ＜１１なので、１０回目のループ開始）
┐
a = a + b;
（ａは５５になり，ｂは１０のまま）
｜　ループ１０回目

b++;

（ａは５５のまま，ｂは１１である）
┘
b < 11;

（ｂ＜１１を満たさないので、１１回目のループに入らず終了）

　といった具合になる。少しはわかってもらえたであろうか。もう一度、10～14行目の問題文を見てみよう。

10 for(j=0; j<4; j++)

11 {

12
hyo[i][4] = hyo[i][4] + hyo[i][j];

13
hyo[3][j] = hyo[3][j] + hyo[i][j];

14 }

となっている。今までの説明でわかると思うが、11行目の ”{” と、14行目の ”}” が少し気になるところである。For文の定義は、以下の通りであると先ほど示した。


for (初期条件; ループ継続条件; 処理)



処理される文;

　この場合に、注意すべきことなのだが、処理される文は、１行とは限らないのである。しかし、for文において、処理される文は、１行でなくてはならない。よって、11行目と、14行目のように、『{}』でくくるのである。

　すると見えてくるのではないか。ここは思い切って、10～14行目ではなく、９～14行目の説明にしてしまおう。

● ９～14行目

09 for(i=0; i<3; i++)
10 
for(j=0; j<4; j++)

11 
{

12

hyo[i][4] = hyo[i][4] + hyo[i][j];

13

hyo[3][j] = hyo[3][j] + hyo[i][j];

14 
}

　とまぁ、ここで暴言を…。申し訳ないが…先生…アンタ、だめッスよ…。こんな問題出しちゃ…。Ｃ言語初心者達に出す問題じゃないッスよ。…失礼。

　あのね、９～14行目に関して、こっちで勝手に見やすいように、スペース入れさせてもらいました（インデントと言う）。っていうのはね、普通は以下の通りに書くものなのよ。

for(i=0; i<3; i++)


……（大きなループ。Ｌ１とする）

{

for(j=0; j<4; j++)

……（小さなループ。Ｌ２とする）

{

hyo[i][4] = hyo[i][4] + hyo[i][j];

hyo[3][j] = hyo[3][j] + hyo[i][j];

}

}
どうだろう？だいぶ見やすくなったのでは？この赤で書いた『｛｝』が、あるのと無いのとでは、大違いだと思う。

試験では無いと思うので、注意が必要だ。（Ｌ１とかＬ２とかは書かないからね。念のため）

ここまでできていれば、わかるのではないかな？一緒にトレース（プログラムを追うこと）してみよう。

i = 0;

i < 3;

（ｉ＜３なので、Ｌ１の１回目開始）

――――
――┐
j = 0;







　　｜








　　｜
j < 4
（ｊ＜４なので、Ｌ２の１回目開始）
┐

　　｜
hyo[0][4] = hyo[0][4] + hyo[0][0];

｜　Ｌ２の１回目　　｜
hyo[3][0] = hyo[3][0] + hyo[0][0]; 

｜

　　｜
j++;
（ｊは１になる）



┘

　　｜








　　｜
j < 4
（ｊ＜４なので、Ｌ２の２回目開始）
┐

　　｜
hyo[0][4] = hyo[0][4] + hyo[0][1];

｜　Ｌ２の２回目　　｜
hyo[3][1] = hyo[3][1] + hyo[0][1]; 

｜

　　｜
j++;
（ｊは２になる）



┘

　　｜　Ｌ１の









　　｜　　１回目

j < 4
（ｊ＜４なので、Ｌ２の３回目開始）
┐

　　｜
hyo[0][4] = hyo[0][4] + hyo[0][2];

｜　Ｌ２の３回目　　｜
hyo[3][2] = hyo[3][2] + hyo[0][2]; 

｜

　　｜
j++;
（ｊは３になる）



┘

　　｜








　　｜
j < 4
（ｊ＜４なので、Ｌ２の４回目開始）
┐

　　｜
hyo[0][4] = hyo[0][4] + hyo[0][3];

｜　Ｌ２の４回目　　｜
hyo[3][3] = hyo[3][3] + hyo[0][3]; 

｜

　　｜
j++;
（ｊは４になる）



┘

　　｜








　　｜

j < 4
（ｊ＜４を満たさないので、



　　｜
Ｌ２の５回目に入らずに終了）


　　｜

i++;
（ｉは１になる）





――――
――┘
i < 3;

（ｉ＜３なので、Ｌ１の２回目開始）

――――
――┐
j = 0;







　　｜








　　｜
j < 4
（ｊ＜４なので、Ｌ２の１回目開始）
┐

　　｜
hyo[1][4] = hyo[1][4] + hyo[1][0];

｜　Ｌ２の１回目　　｜
hyo[3][0] = hyo[3][0] + hyo[1][0]; 

｜

　　｜
j++;
（ｊは１になる）



┘

　　｜








　　｜
j < 4
（ｊ＜４なので、Ｌ２の２回目開始）
┐

　　｜
hyo[1][4] = hyo[1][4] + hyo[1][1];

｜　Ｌ２の２回目　　｜
hyo[3][1] = hyo[3][1] + hyo[1][1]; 

｜

　　｜
j++;
（ｊは２になる）



┘

　　｜








　　｜　Ｌ１の

j < 4
（ｊ＜４なので、Ｌ２の３回目開始）
┐

　　｜　　２回目

hyo[1][4] = hyo[1][4] + hyo[1][2];

｜　Ｌ２の３回目　　｜
hyo[3][2] = hyo[3][2] + hyo[1][2]; 

｜

　　｜
j++;
（ｊは３になる）



┘

　　｜








　　｜
j < 4
（ｊ＜４なので、Ｌ２の４回目開始）
┐

　　｜
hyo[1][4] = hyo[1][4] + hyo[1][3];

｜　Ｌ２の４回目　　｜
hyo[3][3] = hyo[3][3] + hyo[1][3]; 

｜

　　｜
j++;
（ｊは４になる）



┘

　　｜








　　｜
j < 4
（ｊ＜４を満たさないので、



　　｜
Ｌ２の５回目に入らずに終了）


　　｜

i++;
（ｉは２になる）





――――
――┘

i < 3;

（ｉ＜３なので、Ｌ１の３回目開始）

――――
――┐
j = 0;







　　｜








　　｜
j < 4
（ｊ＜４なので、Ｌ２の１回目開始）
┐

　　｜
hyo[2][4] = hyo[2][4] + hyo[2][0];

｜　Ｌ２の１回目　　｜
hyo[3][0] = hyo[3][0] + hyo[2][0]; 

｜

　　｜
j++;
（ｊは１になる）



┘

　　｜








　　｜
j < 4
（ｊ＜４なので、Ｌ２の２回目開始）
┐

　　｜
hyo[2][4] = hyo[2][4] + hyo[2][1];

｜　Ｌ２の２回目　　｜
hyo[3][1] = hyo[3][1] + hyo[2][1]; 

｜

　　｜
j++;
（ｊは２になる）



┘

　　｜








　　｜　Ｌ１の

j < 4
（ｊ＜４なので、Ｌ２の３回目開始）
┐

　　｜　　３回目

hyo[2][4] = hyo[2][4] + hyo[2][2];

｜　Ｌ２の３回目　　｜
hyo[3][2] = hyo[3][2] + hyo[2][2]; 

｜

　　｜
j++;
（ｊは３になる）



┘

　　｜








　　｜
j < 4
（ｊ＜４なので、Ｌ２の４回目開始）
┐

　　｜
hyo[2][4] = hyo[2][4] + hyo[2][3];

｜　Ｌ２の４回目　　｜
hyo[3][3] = hyo[3][3] + hyo[2][3]; 

｜

　　｜
j++;
（ｊは４になる）



┘

　　｜









　　｜

j < 4
（ｊ＜４を満たさないので、



　　｜
Ｌ２の５回目に入らずに終了）


　　｜

i++;
（ｉは３になる）





――――
――┘

i < 3;

（ｉ＜３を満たさないので、Ｌ１の４回目に入らずに終了）

　ヒィ～！！(ToT)

　メチャメチャ書くのしんどいッス！試験ではここまで書かなくてもいいよ。要は、何の処理をしているかってことがわかればいいんだからね。上記の処理で、配列の中身は、次ページの図⑨の様になります。（図⑧と比べてみよう）
　これで、配列の説明は終えたいと思います。
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● printfについて

　最後は、17～25行目にちりばめられた、printf関数について説明します。配列に比べて、非常に簡単なので、サクッと終えましょう。printf関数は、以下の書式になっています。（関数という言葉に惑わされないように）


printf(“書きたい内容”);

　こうすることによって、 ””に囲まれた内容が、出力されます。…ただそれだけなのです。しかし…そう、何か他にも書いてありますよね。””の後ろに配列名が書いてあったり、””の中に％だの、￥だの書いてあったり…。

　では少しずつ解説していきましょう。

ａ．￥について

今回、printf関数に使われている￥は、￥ｎだけである。よって、￥ｎについて説明しよう。

￥ｎは、いわゆる『改行マーク』ってやつで、その場で改行されると思ってくれれば、それでいいでしょう。よって、次のようなprintf文があった場合には、どうなるでしょうか。


printf(“あいうえお\nかきくけこ\nさし\nすせそたちつてと\n”);

　改行マークは、単純に、その場で改行すればいいので、次のようなイメージになる。

	あいうえお

かきくけこ

さし

すせそたちつてと


　容易に想像できると思う。これはもういいだろう。
ｂ．％について

　￥よりもちょっとやっかいなのが、％である。例を出してみよう。


a = 2 + 3;


このように計算したａの内容を、以下のように出してみたい。

	2 + 3 = 5です。


　今までの知識を動員すると、こんな感じであろうか。


printf(“2 + 3 = 5です。\n”);

　たしかにこれでも出るのだが、これじゃあ、ａに入っている計算結果の立場が無いね。せっかく計算したのだから使ってあげないと。しかも、２ ＋ ３という計算式が変わるたびに、printfの中身も書き換えなきゃならないよね。そこで登場するのが％です。この場合には、次のように書くのです。


printf(“2 + 3 = %dです。”, a);

　””で囲まれたあとに、ａが書いてありますね。こいつの内容を、％ｄに反映させることができるのです。もし次のような式と出力イメージがあったら、printf文の中は、どのようになるでしょうか。


a = 2 + 3;


b = 3 + 5;


このように計算したａ，ｂの内容を、以下のように出してみたい。

	2 + 3 = 5であり、3 + 5 = 8である。


　どうであろうか？正解を２種類示してみよう。


printf(“2 + 3 = %dであり、3 + 5 = %dである。\n”, a, b);

……解答例①


printf(“2 + 3 = %dであり、”, a);


printf(“3 + 5 = %dである。\n”, b);



……解答例②

　解答例②は２文になっている。１行目の最後に￥ｎを付けると、問題文のようにならないので注意だ。解答例①の方は１文でやってみたが、よく見ると分かる通り、％ｄは、いくつ重ねても問題無い。””で囲まれたあとに積んだａ，ｂに、順番に対応していく。

　そして、もう１点だけ。テスト問題のソース19，24行目に、％ｄが使われているわけだが、よく見ると、％４ｄになっていないか？…あれれ？そう、これはちょっと特殊な書き方で、桁指定とでも言おうか。あらかじめ４桁を確保しておくやり方だ。文で言うより、見たほうが早いであろう。


a = 1;


b = 10;


c = 1000;


printf(“ａの中身は、%dである。\n”, a);


printf(“ｂの中身は、%dである。\n”, b);


printf(“ｃの中身は、%dである。\n”, c);

	ａの中身は、1である。

ｂの中身は、10である。

ｃの中身は、1000である。


　なんかイマイチな気がするのは、気のせいだろうか？そんな時には桁指定を使ってみよう。


printf(“ａの中身は、%4dである。\n”, a);


printf(“ｂの中身は、%4dである。\n”, b);


printf(“ｃの中身は、%4dである。\n”, c);

	ａの中身は、   1である。

ｂの中身は、  10である。

ｃの中身は、1000である。


　何となく分かってもらえただろうか。入ってくる値が何桁だろうと、桁数を固定する方法と言えばわかるかな。

　さて、この便利君である％ｄだが、何にでも使えるというわけではなく、int型の入れ物にしか使えない。世の中そんなに便利じゃないよってことだ。

では、char型の時にはどうするのだろうか。結果から言ってしまえば、％ｄの代わりに、％ｃと％ｓを使うことになる。％ｃと、％ｓとの違いだが、１文字分の入れ物と、文字列（配列）との違いと言っておこう。文で書くと、ホントにわかりづらいね。目で見たほうが早いな。


char a = ‘A’;


printf(“ａの中身は、%cである。\n”, a);

	ａの中身は、Aである。


　どうだろうか？極めて簡単である。int型を扱った時と、まったく同じではないか。しかも今度は、桁指定なんて無いし。ビバ％ｃである。（夜中に作成しているので、テンションがおかしい）

　この調子で％ｓも…といきたいところなのだが、これはちょっとそうもいかない。しかし、％ｓについて詳しい説明もしない。詳しい説明をすると、Ｃ言語中、最大の難関である『ポインタ』ってやつが出てきてしまうし、もう２０枚くらいレジュメが必要になってくるだろう。はっきり言って、今回のテストでは、絶対いらない知識ですので、Ｃ言語を極めたいのなら、どっぷり勉強してくださいませ。じゃ、ライトにライトに説明するね。（Ｃを知っている人には、見せない方が良いかも）


char b[7] = “文字列”;
…　⑥


printf(“配列ｂは、『%s』です。\n”, b[0]);

	配列ｂは、『文字列』です。


　さて、懐かしの⑥の配列（４ページ目参照）である。はっきり言おう。％ｓの場合（配列の場合）、””で囲まれたあとには、配列の先頭を指定してやれ。％ｓは、指定された先頭から、終了文字（￥０）までを出力する。今回のテストに限れば、こう覚えてもらって差し支えないはず。⑥の配列でいう先頭とは、もちろんb[0]である。だからb[0]を指定してやるのだ。４ページ目で、『この“￥０”は、後で説明するけど』と言っているが、それはここのことだったのだな。…長かった(笑)。

　さて、感慨に浸ってないで、最後をしめてしまおう。この％ｓを、２次元配列だったら、どう使うかってことだな。⑦の配列で考えてみよう。


char shiten[3][9] = {"札幌支店", "東京支店", "福岡支店"};

　さてコイツだが、わかりやすくするために、もう一度、配列の内容を図示してみよう。
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　『札幌支店』を出したい時に、配列の先頭ってどこだ？そう、shiten[0,0]だな。もちろんここでも構わない。しかし、shiten[0]としても、先頭を表すことができる。『東京支店』はshiten[1]、『福岡支店』はshiten[2]です。


printf(“1つ目は、『%s』です。\n”, shiten[0]);


printf(“2つ目は、『%s』です。\n”, shiten[1]);


printf(“3つ目は、『%s』です。\n”, shiten[2]);

	1つ目は、『札幌支店』です。

2つ目は、『東京支店』です。

3つ目は、『福岡支店』です。


　どうだろう？わかったかな？もしこのprintf文を書き換えると、

for(i=0; i<=2; i++)


printf("%dつ目は、『%s』です。\n  ", i+1, shiten[i]);
といった書き方もできるぞ。この辺は試験でつつかれそうだから、ちゃんと押さえておこう。補足として、こんな書き方もできると言っておこう。


printf(“1つ目は、『%s』です。\n”, shiten[0][0]);


printf(“2つ目は、『%s』です。\n”, shiten[1][0]);


printf(“3つ目は、『%s』です。\n”, shiten[2][0]);

　これでもいける（はず）。でも試験では止めた方がいいとおもう。なぜなら、先生がこっちを好まなそうだから。問題文で、printfの中が２次元で指定していなければ、こっちは使えない。っていうかね、こっちは忘れよう！(笑)

　さてさて、駆け足で全て説明してみたが、どうだったであろうか？最初は●●向けに作っていたはずだったが、友達も見るかもみたいな話になったので、急に丁寧な口調になってしまいました。(笑)

　みなさんのテストに、コイツが少しでもお役に立てれば幸いです。なお、間違いがあったら…許してください。

　最後に、余計なことかと思いましたが、予想問題（練習問題）を載せてみました。時間があったらやってみてください。応援しています。頑張ってください。

文責　◎◎（本名伏せ）　

次の①～⑬を埋めよ。

	01  #include <stdio.h>

02  

03  void main()

04  {

05   
int  i, j;

06 
char shiten[①][②] = {"札幌支店　", "東京支店　", "名古屋支店", "福岡支店　"};

07 int  hyo[5][③] = {25, 34, 70, 73, 0, 50, 86, 150, 165, 0, 45, 66, 85, 90, 0, 
08                   30, 53, 46, 70, 0, 0, 0, 0, 0, 0};

09

10
for(i=0; i<④; i++)

11

for(j=0; j<⑤; j++)

12

{

13


hyo[i][4] = hyo[i][4] + hyo[i][j];

14


hyo[4][j] = hyo[4][j] + hyo[i][j];

15

}

16
for(i=0; i<=⑥; i++)

17
{

18

printf("%⑦  ", shiten[⑧]);

19

for(j=0; j<=⑨; j++)

20


printf("  %⑩", hyo[i][j]);

20

printf("\n");

21
}

22
printf("  月合計  　");

23
for(j=0; j<=⑪; j++)

24

printf("  %⑫", hyo[⑬][j]);

25
printf("\n");

26  }


ただし、出力結果は、以下のとおりである。

	札幌支店　　  25      34      70      73     202

東京支店　　  50      86     150     165     451

名古屋支店　  45      66      85      90     286

福岡支店　　  30      53      46      70     199

　月合計　　 150     239     351     398


　解答です

①　4

②　11（全角５文字を使用していることに注意。これは本番でも出る気が…。）

③　5

④　4

⑤　4

⑥　3（１つ前のfor文とで、＝ が付いている点に注意。）

⑦　s（支店名は、文字列の配列だから、％ｓで受けてやる。）

⑧　i

⑨　4

⑩　4d（ｄだけだと、実行結果のように揃わないので注意。授業の感じでは、これも出そうな気が…。）

⑪　3

⑫　4d

⑬　4（間違っても、ｉと答えないように。月合計を出したいのだから、４で固定です。）

_1073216642

